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＜連絡事項＞
・明日、東病棟から、田中文男様転入予定。
＜患者様連絡事項＞
・高橋　義明～歯痛訴え、カロナール（200）3T　毎食後　3日分処方となる。歯科受診は拒否されている。
＜要注目患者様＞
・畑中 成夫様～主治医より不穏・興奮時、不眠時の頓服処方となる。特定
女性スタッフへの恋愛妄想持続。行動の振り返りには、「神が
言うんです。」と行動を正当化されている。本人への関り方へも配慮しケアにあたりましょう。
・寺井 恵利子様～深夜帯4時に、本人が洗面所前のベンチから窓を開け
身を乗り出しているのを発見。（窓の外はコミュニティ
ホールの屋根にあたる為、1Fまで転落の危険はない）
「落としてしまって…」と。エアコン室外機と病棟壁の間に

　　　　　　　　スリッパを落としており、スタッフ回収行っている。本来落とす事自体があり得ず、危険行為である事
眠れないのであればホールで過ごす様伝えた。
また、自身で対処するのではなくスタッフに伝えるよう
説明している。「すみません」と。自省の弁話すがニヤツキあり。
　　　　　　　　日中は落ち着きなく、多弁で会話内容が滅裂、ふらつきながら歩き回り、急に洗濯したり、「半休を貰って用足ししてきます。」とも話す。常時見守り要する。
＜金Dr診察・ケース検討＞
・井上和美様～診察にて、「冷えて困る。頭にきて叫んだ。」と話すが、良く聞くと、他者に言われたことに腹を立て叫んだという。診察中、終始下肢を擦っている。
・坂本福子様～診察にてここ一週間どうだったか聞かれると黙り込んでいる。退院した女性患者様の名前を出し、電話した事を振り返っている。主治医より、大人としての行動をとる様に助言を受けている。
・角濱義弘様～診察にて、「ＧＨの体験宿泊が楽しみです。」と話している。体力を付け取り組むように促されている。
・小笠原文人様～診察にて落ち着いている事を情報提供している。本人も、「落ち着いてます。」と主治医へ伝えている。
・飯豊信雄様～診察にて、独語、空笑については自覚が薄く、「いつ。いや、喋ってない。」と否定的。
<小柳Dr診察・ケース検討＞

・大久保　すい様～臨時薬同内容で7日分処方となる。診察にて、「ご飯さ毒入ってるよ。栄養剤3本のうちさ。」と被毒妄想をしきりに訴える。
・会津慮子様～診察にて、「ここ一週間は変わりなかったです。食欲があってもっと食べたい。」と話す。
・高橋　康満様～診察にて、「薬が変わってから、オシッコもウンコも出なくなりました。困ります。」と声高に話し、主治医より処方を前に戻すか聞かれると、「いや、困ります。このままです。」と言い放って立ち去る。
・中野渡鉄男様～臨時薬同内容で7日分処方となる。診察にて、ヒベルナが処方になってから手の震えが無くなったと話す。継続処方していく事を伝えられている。
・十日市　利喜様～診察にて、「変わりないです。」と元気に話されている。
・佐野　貢様～診察にて、収集については、「減っています。」と話す。収集の話をしている最中に急に、「娘が遠方にいるもんで。」と話し、主治医より話が逸れている事を伝えられると黙り込むことがある。最終的には、収集を減らして行く様に話されると、「はい。」と話している。
